
＊十条駅北口を降りたら
　左手に進んでください。

－和と洋のはざまで

東京家政大学博物館
春の企画展

開催場所：東京家政大学博物館
　(東京家政大学内･百周年記念館５階 展示室) 
　東京都板橋区加賀1－18－1
　℡ 03-3961-2918
　 http://www.tokyo-kasei.ac.jp/hakubutu/

開催期間：平成20年５月18日(日)～６月９日(月)

休 館 日：日曜(５月18日は開館)

観 覧 料：無料

開催時間：９時30分～17時　金曜日は18時まで
         (入館は閉館の30分前まで)

　明治の文明開化と共にもたらされた洋服は、はじめ上流階級や特定の
職業の人々に限られたものでしたが、大正・昭和にかけて徐々に日本人
の衣生活に定着していき、戦後の復興期にほぼ完全に和服にとって代わり
            ました。この洋装化の過程は、和服と洋服がともに暮らしの中で         
            　　　息づいていた時代ととらえることもできるでしょう。

　その中でも、特に活動的な子どもの衣服には、
機能性にとんだ洋服が積極的に取り入れられまし
た。洋装店や裁縫学校、そして家庭でさかんに手作
りされ、子どもの洋服は生活の中に浸透していき
ます。

　一方で、子どもの成長を祝う儀式では、特別な
意味や願いが込められた伝統的な衣装が受け継が
れ、現代でも和装を目にする数少ない機会となっ
ています。

　本展では、近代化を反映した子ども服の変化と
ともに、時代をこえて変わらない、子どもたちの
健やかな成長を願う人々の想いを感じていただけ
ればと思います。かつてのお気に入りの服やなつ
かしい服にぜひ会いにきてください。

　①｢アップリケの小物を作ってみましょう｣
　　　５月28日(水)・６月５日(木)　
　　　＊両日とも13時30分から２時間程度
　　　　会場は当日ご案内します。　

かわいい

　②｢紙芝居の読み聞かせ｣
　　　５月29日(木)
　　　＊13時30分から１時間程度
　　　会場：ヒューリップ(120周年記念館１階)

イベントにあつまれ！！
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かわいい

イベントにあつまれ！！


